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近
世
後
期
の
往
来
物
に
見
る
地
域
性
の
反
映
に
つ
い
て

―
盛
岡
藩
領
見
前
村
の
字
尽
『
所
童
早
合
点
』
を
例
に
―

米　

谷　

隆　

史

一 

は
じ
め
に

　

出
版
書
肆
に
よ
っ
て
多
数
の
消
息
文
例
集
や
字
尽
と
い
っ
た

往
来
物
の
刊
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
近
世
期
に
あ
っ
て
も
、
写

本
の
初
学
書
は
各
地
で
編
集
さ
れ
て
学
習
の
場
で
用
い
ら
れ
て

い
た
。
書
簡
文
の
体
裁
を
採
っ
て
地
名
や
故
事
を
本
文
に
盛
り

込
む
地
理
類
の
往
来
物
だ
け
で
な
く
、
意
義
分
類
体
や
イ
ロ
ハ

分
類
体
の
字
尽
も
規
模
の
大
小
こ
そ
あ
れ
各
地
に
伝
存
が
確
認

さ
れ
る
。
中
に
は
秋
田
県
角
館
の
『
烏
帽
子
於
也
』
の
よ
う
に

早
く
か
ら
地
域
史
研
究
上
の
意
義
が
見
出
さ
れ
て
活
字
に
よ
る

翻
刻
が
備
わ
る
も
の
も
存
す
る
。

（
注
１
）『
烏
帽
子
於
也
』
に
限
ら
ず
、

管
見
の
東
北
の
字
尽
諸
本
の
多
く
に
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
地

域
性
の
反
映
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
様
相
は
一
本
ご
と
に
異
な
っ

て
い
る
が
、
各
々
に
地
域
の
文
字
学
習
や
編
纂
者
自
身
の
言
語

把
握
の
あ
り
方
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
、
口
頭
語
の
方
言
史
研

究
に
資
す
る
に
と
ど
ま
ら
ぬ
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
中
で
も
盛
岡
藩
領
見
前
村
（
現
在
の
盛
岡
市
南
部
）
の
手

習
師
匠 

星
川
里
夕
が
文
政
年
間
に
編
纂
し
た
と
見
ら
れ
る
『
所

童
早
合
点
』
は
、
里
夕
の
手
に
な
る
他
の
複
数
の
著
作
が
伝

わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
か
ら
里
夕
の
学
識
や
所
収
内

容
を
検
討
で
き
る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
事
例
を
提
供
し
て
く

れ
る
。
本
稿
で
は
、
同
書
の
構
成
と
所
収
内
容
、
及
び
、
反
映

し
た
地
域
性
の
諸
相
を
述
べ
、
そ
の
上
で
、
辞
書
史
上
の
位
置

づ
け
と
近
世
後
期
の
東
北
に
お
け
る
方
言
認
識
の
一
端
に
つ
い
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て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、調
査
対
象
と
す
る
文
献
は
近
世
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

現
代
社
会
で
は
使
用
す
べ
き
で
な
い
語
の
掲
載
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
中
で
も
そ
れ
ら
の
引
用
を
行
う
部
分
が
あ
る
が
、
史
的
資

料
の
分
析
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
差
別
意
識
を
助
長

す
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
お
く
。

二 『
所
童
早
合
点
』
の
編
者
星
川
里
夕

　
『
所
童
早
合
点
』
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
岩
手
県
立
図
書
館
蔵

の
一
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
同
書
に
関
す
る
唯
一
の
ま

と
ま
っ
た
紹
介
で
あ
る
太
田
（
一
九
五
一
）
に
は
次
の
よ
う
に

見
え
る
。

　

所
童
早
合
点

　

 　

字
画
・
地
名
・
検
地
・
物
成
・
交
通
・
飲
食
・
虫
魚
等

四
十
九
項
に
類
別
し
て
い
る
。
百
余
葉
、
記
名
に
な
い
が
星

川
里
夕
の
撰
と
云
わ
れ
る
。
里
夕
は
我
儘
翁
、
ま
た
独
笑
と

号
し
、
狂
歌
、
狂
文
を
よ
く
し
数
書
の
著
述
が
あ
る
。
見
前

村
寺
小マ

マ

屋
師
匠
、
生
涯
娶
ら
ず
、
ま
た
画
を
よ
く
し
た
。
故

宮
崎
道
郎
氏
に
蔵
し
た
。

　

字
尽
部
分
に
対
す
る
解
説
は
ご
く
簡
略
で
、
む
し
ろ
編
纂
者

と
推
定
す
る
星
川
里
夕
に
関
す
る
言
及
が
過
半
を
占
め
て
い

る
。
こ
こ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
里
夕
の
事
績
は
『
所
童
早
合

点
』
の
検
討
に
深
く
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
字
尽
本
文
の
検
討

に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
こ
の
点
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
。
都
南
村
誌
編
集
委
員
会
（
一
九
七
四
）
は
、
近
世
の
見
前

地
区
の
家
塾
の
師
匠
に
言
及
す
る
中
で
、「
三
本
柳
で
は
森
与

吉
・
星
川
三
柳
亭
が
弘
化
初
年
頃
か
ら
家
塾
を
開
い
て
い
た
。

三
柳
亭
は
自
分
を
「
我
儘
翁
」
と
も
称
し
て
村
の
子
ど
も
達
に

手
習
を
教
え
て
い
た
と
い
う
が
、
く
わ
し
い
記
録
は
な
い
。
た

だ
、
彼
が
残
し
た
洒
落
文
に
依
っ
て
当
時
の
く
ら
し
を
偲
ぶ
に

過
ぎ
な
い
」
と
し
て
、『
我
儘
翁
自
叙
狂
文
』（
後
述
の
文
献

ニ
）
の
冒
頭
よ
り
「
我
生
れ
な
が
ら
に
し
て
愚
頓
な
れ
ば
、
都

人
に
交
る
こ
と
恥
か
し
く
、
親
よ
り
ゆ
ず
り
を
得
た
る
天
神
堂

と
四
つ
足
の
四
徳
…
中
略
…
片
田
舎
な
る
三
本
柳
村
へ
参
り
…

中
略
…
治
ま
れ
る
君
が
代
の
弓
や
案
山
子
に
持
た
せ
鉄
砲
に
て

湯
を
わ
か
し
、
具
足
櫃
へ
は
雑
穀
を
入
れ
、
甲
砂
鉢
に
て
秋
餅

の
ナ
マ
ス
（
鱠
）
を
あ
へ
陣
扇
は
炬
燵
に
用
ゆ
…
中
略
…
閑
居

し
て
、春
の
月
の
い
と
お
も
し
ろ
く
山
の
端
に
さ
し
移
る
景
色
、

こ
し
方
の
事
を
思
い
よ
り
て
、
し
ば
し
の
間
眠
り
け
る
。」
と

の
文
章
を
引
用
す
る
（
六
八
二
頁
。
中
略
は
稿
者
に
よ
る
）。 
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狂
文
中
の
記
述
と
は
い
え
「
弓
」「
鉄
砲
」「
具
足
櫃
」
が
用
を

な
さ
ぬ
体
を
記
す
様
か
ら
は
、
里
夕
の
出
自
が
武
家
で
あ
る
こ

と
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
、
親
ゆ
ず
り
の
四
足
の
五
徳
は
、
自
身

の
姿
に
重
ね
ら
れ
て
、
里
夕
の
著
作
中
に
再
三
現
れ
る
。
い
ず

れ
、
相
応
の
学
問
を
身
に
つ
け
た
者
が
、
心
身
の
十
全
な
ら
ざ

る
持
ち
前
か
ら
見
前
村
三
本
柳
に
閑
居
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

一
ノ
倉
（
一
九
八
四
）
の
「
盛
岡
藩
著
作
目
録
」
等
に
よ
る

と
里
夕
の
編
著
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、『
所
童
早
合
点
』

の
他
に
次
の
七
点
が
あ
る
。
イ
・
ハ
・
ニ
は
も
り
お
か
歴
史
文

化
館
、
ロ
・
ホ
・
ヘ
・
ト
は
岩
手
県
立
図
書
館
の
所
蔵
で
あ

る
。

（
注
２
）
順
次
、
概
略
を
説
明
す
る
。
書
名
は
巻
首
題
を
採
り
、

巻
首
題
が
な
い
場
合
は
扉
題
や
外
題
を
以
て
替
え
る
。
ま
た
、

割
書
は
〈
〉
内
に
記
し
、
改
行
位
置
を
示
し
た
ほ
う
が
わ
か
り

や
す
い
と
判
断
し
た
場
合
は
／
を
以
て
し
た
。
理
解
が
至
ら
ず

解
読
で
き
な
い
文
字
は
■
で
示
し
て
い
る
。

イ
『〈
深ふ

か
か
は川
／
若わ
か
ま
つ松
〉
道み
ち
ゆ
き行
所
と
こ
ろ

屋や

し
き
名
』
合
一
冊

　

内
題
下
に
、「
や
し
き
所
の
名
」
を
朱
枠
で
囲
む
旨
が
記
さ

れ
て
す
ぐ
に
本
文
が
始
ま
る
。「
恋こ
い

ゆ
へ
に
身み

を
や
つ
せ
と
も

…
中
略
…
二ふ

た
り人
連つ
れ

い
つ
れ 

菖あ
や
め蒲

田た 

か
き
つ
ば
た
…
」
の
よ
う

に
掛
詞
的
に
地
名
を
織
り
込
む
典
型
的
な
男
女
二
人
の
道
行
文

で
、
末
に
「
文
政
五
年
午む

ま

正
月
出し
ゆ
つ
は
ん
板
」
と
あ
り
、
こ
の
記
載
の

下
に
「
浄

じ
や
う

瑠る

り璃
／
竹た
け
も
と本
万ま
ん

太た

夫ゆ
ふ

／
三さ

味み

線せ
ん

／
鶴つ
る

沢さ
は

五ご

郎ろ
う

／
不ふ

埒ら
ち

坊ほ
う

／
作
者 

独と
く

笑し
や
う﹇
朱
図
﹈」
と
あ
る
。﹇
朱
図
﹈
は
四
本
足
の

五
徳
が
裏
返
っ
た
図
案
で
、
後
述
ハ
・
ニ
に
も
使
用
が
見
え
る
。

刊
記
ら
し
き
記
載
が
あ
る
が
、版
本
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。

文
政
五
年1822

以
前
の
成
立
と
み
ら
れ
、
確
認
で
き
る
里
夕

の
著
作
の
中
で
は
最
も
古
い
。
本
書
は
合
本
で
、
前
に
は
『
世せ

俗そ
く

の
言こ
と

葉は

の
事
』、
後
に
は
『
松ま
つ
ま
へ前
蝦え

そ夷
唄う
た

文も
ん

句く

』
と
『
蝦ゑ

そ夷

言こ
と

葉は

大た
い

略り
や
く』
が
配
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
括
し
て
転
写
、
合
冊

さ
れ
た
も
の
で
、
特
に
『
世せ

俗そ
く

の
言こ
と

葉は

の
事
』
と
『
蝦ゑ

そ夷
言こ
と

葉は

大た
い

略り
や
く』
は
各
地
の
言
葉
へ
の
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
親
本
が
里
夕
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
極
め
て

興
味
深
い
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
部
分
に
は
奥
書
や
識
語
が
見

え
ず
、
い
ず
れ
も
伝
来
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
蔵
書
印

は
『
世せ

俗そ
く

の
言こ
と

葉は

の
事
』
の
巻
首
に
「
楓
／
園
」。

ロ
『
手
習
子
供
等
制
禁
之
事
』
一
冊

　
「
一 

人
と
生
れ
て
物
を
書
さ
る
は
…
」
と
始
ま
る
寺
子
屋
の

式
目
三
十
三
箇
条
を
記
し
た
も
の
。「
文
政
七
〈
甲
申
〉
年
正

月
吉
日
／
我
儘
翁
／
閑
々
齋
里
■
」
と
「
宮
崎
教
山
写
之
」
の

二
つ
の
奥
書
（
同
筆
）
が
あ
る
。
表
紙
貼
付
の
ラ
ベ
ル
に
「
楓
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園
／
叢
書
／
第
八
八
冊
」。
蔵
書
印
は
巻
首
に
「
楓
／
園
」。

ハ
『
三
木
柳
村
大
沼
の
鮒
の
由
来
』
合
一
冊

　
「
摂
州
」「
池
田
」
の
「
上
酒
」
で
あ
る
「
飲
口
五
斗
兵
衛
尉
」

の
病
の
治
療
に
三
本
柳
村
大
沼
の
鮒
が
効
験
あ
ら
た
か
で
あ
っ

た
次
第
を
述
べ
、「
此
鮒
味あ

ち
はひ
美び

に
し
て
酒
の
飲の
め

る
事
滝た
き

の
流

る
ゝ
か
如
し
」
の
よ
う
な
能
書
等
を
記
す
狂
文
。
能
書
部
分
の

末
に
「
鉄
砲
二
年
辛
卯
十
一
月
弘
所 

三
本
柳
村 

我
儘
齋
﹇
朱

図
﹈」。﹇
朱
図
﹈は
イ
に
使
用
の
も
の
と
同
じ
。「
鉄
砲
二
年
辛
卯
」

は
、
天
保
二
年1831
辛
卯
の
も
じ
り
で
あ
ろ
う
。
本
書
も
合

本
で
、
後
に
丁
を
改
め
て
後
述
ニ
の
本
文
が
配
さ
れ
る
。
蔵
書

印
は
巻
首
に
「
楓
／
園
」。

ニ
『
我
儘
翁
自
叙
狂
文
』
一
冊

　

都
南
村
誌
編
集
委
員
会
（
一
九
七
四
）
が
記
す
と
お
り
、
里

夕
の
素
性
を
窺
い
う
る
唯
一
の
文
献
で
あ
る
。
既
に
引
用
し
た

我
が
身
を
か
こ
つ
内
容
の
後
に
は
、
四
足
の
五
徳
の
立
場
か
ら

な
る
狂
文
が
続
く
。「
…
亦ま

た

年
中
い
ろ
り
を
住す
み

家か

と
す
れ
ば
折お
り

ふ
し
鼠
の
小
便
に
身
を
穢け
が

ス
又
は
猫ね
こ

の
為た
め

に
辺あ
た

り
を
堀ほ
ら

れ
居い

処と
こ
ろを
乱み
た

し
と
い
へ
共
仁
義
礼
智
信
の
五
ツ
の
徳と
く

の
美び

名め
い

あ
れ

ば
、
泥で
い

中ち
う

の
蓮は
す

な
ら
ん
か
…
あ
ぐ
に
交ま
じ

は
り
居お
る

る
な
れ
ば
か
な

ら
ず
心こ

ゝ
ろゆ
る
し
な
よ
／
あ
く
仲な
か

間ま

五
徳
は
男お
と
こた
て
な
る
か
尻し
り
も
ち持

を
し
て
人
を
助た

す
けん
」
の
よ
う
に
類
型
的
で
は
あ
る
が
、
見
立
て

も
な
め
ら
か
に
堂
に
入
っ
た
書
き
ぶ
り
と
い
え
よ
う
。「
天
保

八
年
酉
ノ
霜
月　

三
柳
亭 

我
儘
翁
」
と
「
大
正
十
五
年
六
月

　

成
田
良
次
写
之
」
の
二
つ
の
奥
書
（
同
筆
）
が
あ
る
。

ホ
『
狂
歌
本
処
々
ぬ
き
書
』
一
冊

　

書
名
の
左
に
「
な
か
き
よ
に
こ
の
書
の
う
ち
を
詠
む
れ
は
／

ね
む
た
き
め
を
も
か
す
み
さ
り
け
り
」
と
あ
る
。
本
文
冒
頭
の

「
春 

餅
つ
か
ず
し
め
か
ざ
り
せ
ず
松
立
ず
か
ゝ
る
家
に
も
正
月

は
き
つ
」
以
下
、
狂
歌
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
。
末
に
「
我
儘

翁 

里
夕
﹇
朱
図
﹈
／
あ
ぐ
仲
間
﹇
朱
図
﹈
は
男
伊
達
な
る
か

／
尻
持
を
し
て
人
を
た
す
け
ん
」
と
あ
る
。﹇
朱
図
﹈
は
先
述

の
も
の
。表
紙
貼
付
の
ラ
ベ
ル
に「
雙
鶴
／
叢
書
／
第
一
四
冊
」。

蔵
書
印
は
巻
首
に
「
楓
／
園
」。

ヘ
『
津
志
田
滑
稽
集
合
部
屋
』
写
一
冊
（
乾
坤
二
巻
）

　

現
在
の
盛
岡
市
南
部
に
あ
っ
た
津
志
田
遊
郭
を
舞
台
に
し
た

洒
落
本
。
寄
多
子
古
登 

自
序
、
坤
巻
の
末
に
「
文
化
九
歳
霜

月
／
山
ノ
千
里
題
／
盛
岡
通
紺
屋
丁
／
書
林
〈
地
本
／
問
屋
〉

／
橘
屋
重
三
郎 

版
」
と
あ
る
。「
橘
屋
重
三
郎
」
は
書
肆
と
し

て
は
名
が
知
ら
れ
ず
、版
本
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、

他
の
七
本
と
は
異
な
り
、
書
物
中
に
里
夕
の
著
作
と
す
る
徴
証

は
見
え
ず
、
一
ノ
倉
氏
の
判
断
の
根
拠
は
今
不
明
で
あ
る
。
蔵

書
印
は
巻
首
に
「
楓
／
園
」。
会
話
文
を
多
く
含
む
洒
落
本
で
、
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そ
の
言
語
的
特
徴
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
一
読
の
限
り

で
は
明
確
な
地
域
性
は
看
取
さ
れ
な
い
。

ト
『
百
物
怪
之
事
』
写
一
冊

　
「
屋
の
棟む

ね

に
竹
の
生は
い

出で

て
枯か
れ
は
て果
ば
国く
に

の
替か
は
るか
う
つ
ろ
破や
ぶ

る
ゝ
」

の
よ
う
な
予
兆
を
記
す
和
歌
を
百
首
記
し
た
も
の
。
同
筆
の
識

語
が「
紫
波
郡
見
前
村
宮
崎
道
郎
氏
所
蔵
本
」と
見
返
し
に
、「
本

書
は
盛
岡
市
外
見
前
村
宮
崎
文
庫
の
所
蔵
に
し
て
同
地
の
寺
小

屋
／
師
匠
た
り
し
星
川
我
儘
翁
の
著
な
り
。
氏
は
閑
々
齋
里
夕

と
号
し
／
狂
歌
を
よ
く
し
又
幾
多
の
著
作
を
遺
す
」
と
後
見
返

し
に
あ
る
。
蔵
書
印
は
扉
に
「
弌
倉
文
庫
」。

　

こ
れ
ら
の
著
作
か
ら
は
、
盛
岡
城
下
の
生
活
を
経
て
、
や
や

南
に
下
っ
た
見
前
村
に
退
隠
し
た
地
方
教
養
人
た
る
里
夕
の
像

が
浮
か
ぶ
。
ま
た
、
ロ
の
奥
書
に
「
文
政
七
年
」1824

の
年

記
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
の
記
す
「
弘
化
初
年
」
頃

よ
り
も
早
く
地
域
の
教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

な
お
、
右
の
う
ち
書
写
年
代
が
明
確
に
わ
か
る
の
は
大
正

十
五
年
の
奥
書
を
有
す
る
ニ
の
み
で
あ
る
が
、
料
紙
や
墨
色
、

字
形
等
か
ら
み
て
、
右
の
七
本
は
全
て
が
近
代
の
転
写
本
で
あ

る
。
イ
・
ロ
・
ハ
・
ホ
・
ヘ
に
存
す
る
蔵
書
印
や
ラ
ベ
ル
に
見

え
る
「
楓
園
（
叢
書
）」「
雙
鶴
叢
書
」
は
、
い
ず
れ
も
岩
手
の

郷
土
史
の
礎
を
築
い
た
太
田
孝
太
郎
氏
の
収
集
に
な
る
書
物
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
ロ
と
ト
の
識
語
に
「
宮
崎
教
山
写

之
」、「
紫
波
郡
見
前
村
宮
崎
道
郎
氏
所
蔵
本
」と
見
え
る「
宮
崎
」

氏
は
見
前
村
の
宮
崎
求
馬
氏
、道
郎
氏
の
父
子
二
代
の
こ
と
で
、

い
ず
れ
も
神
職
の
傍
ら
教
員
を
務
め
、
大
正
四
年
か
ら
は
蔵
書

を
私
立
図
書
館
「
宮
崎
文
庫
」
と
し
て
公
開
し
て
い
た
。

（
注
３
）こ
う

し
た
先
人
の
地
域
の
歴
史
と
文
化
へ
の
ま
な
ざ
し
が
、
里
夕
自

身
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
録
は
な
い
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の

著
作
が
今
に
知
ら
れ
る
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
注
４
）

三 『
所
童
早
合
点
』
の
構
成
と
所
収
内
容

　
『
所
童
早
合
点
』
に
つ
い
て
、
書
誌
的
な
事
項
か
ら
順
次
確

認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
写
本
一
冊
、
二
三
・
六
×
一
六
・
四

㎝
。
薄
茶
色
の
後
補
表
紙
に
よ
る
装
丁
で
、
題
簽
に
墨
書
で
外

題
「
所
童
早
合
点
」
が
記
さ
れ
る
。
全
一
二
一
丁
、
前
に
遊
紙

一
丁
を
配
す
る
こ
と
か
ら
墨
付
は
一
二
〇
丁
（
以
下
、
丁
数
は

墨
付
丁
の
数
で
示
す
）、毎
半
丁
四
行（
目
録
、字
尽
本
文
と
も
）。

1
丁
表
に
「
所

と
こ
ろ

童
わ
ら
ん
べ

早は
や
か
つ
て
ん
も
く
ろ
く

合
点
目
録
」
と
し
て
以
下
「
一 

九く

々ゝ

之の

次し

第た
い　

壱
／
一 

編へ
ん

冠か
む
りづ
く
し　

三
」
の
よ
う
に
意
義
分
類

名
と
そ
の
所
在
を
記
す
。こ
の
目
録
が
7
丁
表
の
二
行
目
ま
で
、
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そ
の
後
に
、
地
名
や
屋
号
の
見
出
語
が
「
壱
厘
塚
」「
酒
屋
質

屋
」「
神
仏
」「
寺
」「
番
所
」「
湯
屋
」
で
あ
る
場
合
に
添
加
す

る
符
号
の
凡
例
、
目
録
に
は
記
載
が
無
い
事
項
（
後
述
）
を
配

し
、
9
丁
裏
一
行
目
に
巻
首
題
「
〇
所と
こ
ろ

童
わ
ら
ん
へ

早は
や
か
つ
て
ん

合
点
」
と
続

く
。
各
分
類
内
で
は
、
見
出
語
の
下
に
割
書
で
注
を
加
え
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
五
七
五
の
発
句
や
七
七
の
下
句
が
記

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
120
丁
表
に
は
「
見
前
通
三
本
柳

村
／
藤
澤
重
次
郎
／
持
主
」（
本
文
同
筆
）
と
の
識
語
が
あ
る
。

蔵
書
印
は
1
丁
表
に
太
田
孝
太
郎
氏
の
「
楓
／
園
」。

　

本
書
の
奥
書
や
識
語
に
は
編
者
を
星
川
里
夕
と
特
定
で
き
る

よ
う
な
記
載
は
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
本
書
は
盛
岡
藩
領

見
前
村
の
在
住
者
を
念
頭
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
本
文

中
に
里
夕
の
発
句
等
が
多
数
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太

田
（
一
九
五
一
）
が
「
記
名
に
な
い
が
星
川
里
夕
の
撰
と
云
わ

れ
る
」と
す
る
の
も
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
成
立
年
は
、

116
丁
表
の
「
芝し

ば

居ゐ

」
の
注
に
「
文
政
五
年
迄
百
四
十
五
年
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
に
編
纂
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
イ
の
奥
書
が
文
政
七
年
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
同
じ

頃
の
編
纂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
伝
本
上
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
く
。
本
書
の
料
紙

は
近
代
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
に
言
及
し
た
ロ
と
本

書
は
同
質
の
料
紙
で
寸
法
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
筆
写
の
書
体

も
ご
く
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
本
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
本
は
、

藤
澤
重
次
郎
所
持
の
原
本
で
は
な
く
、
宮
崎
父
子
か
太
田
孝
太

郎
氏
の
も
と
で
ロ
と
同
時
期
に
転
写
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
い
ず
れ
の
も
と
で
転
写
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
確
証
は
な

い
が
、右
に
引
用
し
た
太
田
（
一
九
五
一
）
が
『
所
童
早
合
点
』

に
つ
い
て
「
故
宮
崎
道
郎
氏
に
蔵
し
た
」
と
記
し
て
お
り
、
近

代
の
転
写
本
の
入
手
を
殊
更
に
こ
の
よ
う
に
記
す
と
は
考
え
が

た
い
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
宮
崎
氏
が
藤
澤
所
持
の
原
本

を
入
手
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
を
太
田
氏
が
転
写
し
て
自
身
の

叢
書
に
加
え
た
も
の
と
見
て
お
く
。
な
お
、
藤
澤
重
次
郎
所
持

本
が
里
夕
筆
の
原
本
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
転
写
本
で
あ
っ
た

の
か
も
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、『
所
童
早
合
点
』
に
関
す
る

検
討
は
、
現
存
本
が
里
夕
筆
の
原
本
か
ら
転
写
時
の
改
変
を

蒙
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
書
の
意
義
分
類
の
構
成
は
次
に
掲
げ
る
表
一
の
通
り
で
あ

る
。
上
段
に
目
録
上
の
、
中
段
に
は
本
文
に
示
さ
れ
る
分
類
名

を
記
し
、下
段
に
は
各
分
類
の
掲
出
が
始
ま
る
丁
数
を
示
し
た
。

本
文
中
に
は
、
目
録
上
に
記
載
が
な
い
内
容
を
分
類
掲
出
し
て

い
る
場
合
が
あ
る
が
、
本
文
中
に
当
該
分
類
名
が
有
る
場
合
は

そ
れ
を
、無
い
場
合
は
仮
の
項
目
名
を
（
）
内
に
記
し
て
あ
る
。
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ま
た
、
そ
れ
以
外
に
分
類
の
簡
略
な
内
容
を
（
）
内
に
示
し
た

箇
所
が
あ
る
。
最
上
欄
は
通
し
番
号
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で

分
類
名
に
対
す
る
付
訓
は
省
い
た
。

　

目
録
が
示
す
分
類
数
は
太
田
（
一
九
五
一
）
が
記
す
よ
う
に

四
九
だ
が
本
文
に
従
え
ば
五
八
で
あ
る
。
ま
た
、
目
録
と
本
文

と
で
は
分
類
名
称
の
小
異
以
外
に
次
の
相
違
が
あ
る
。

① 

目
録
冒
頭
の
9
「
九
九
之
次
第
」
の
前
に
、
本
文
で
は
イ
ロ

ハ
や
各
国
語
の
文
字
を
掲
出
す
る
部
分
が
存
す
る
。

② 

26
「
東
西
南
北
之
覚
」
は
、
本
文
中
に
分
類
名
と
し
て
明
示

さ
れ
な
い（
該
当
す
る
方
角
関
係
の
語
群
は
存
す
る
）。ま
た
、

48
「
魚
之
名
之
覚
」
は
、
本
文
中
に
は
分
類
名
と
相
当
す
る

語
群
が
存
す
る
が
、
目
録
に
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

　

②
は
形
式
上
の
齟
齬
で
あ
ろ
う
が
、
①
は
目
録
の
作
成
後
に

1
〜
8
の
内
容
が
増
補
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
か
。
語

を
見
出
語
と
す
る
字
尽
的
な
収
録
内
容
で
は
な
い
た
め
に
目
録

へ
の
記
載
を
省
い
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
な
ら

ば
9
「
九
九
之
次
第
」
も
省
か
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
先
に
、
内
題
は
9
丁
裏
の
一
行
目
に
存
す
る
と
述
べ
た
が
、

内
題
に
続
く
の
は
2
の
内
容
で
あ
る
。
1
の（
い
ろ
は
仮
名
遣
）

と
仮
に
称
し
た
部
分
は
「
い
〈
い
ふ
／
い
う
／
ゆ
ふ
／
ゆ
う
〉

　

ろ
〈
ろ
ふ
／
ろ
う
／
ら
ふ
／
ら
う
〉」
の
よ
う
な
仮
名
文
字

列
用
法
の
例
示
で
、
平
仮
名
の
い
ろ
は
と
若
干
の
変
体
仮
名
を

示
す
の
み
の
2
よ
り
後
に
配
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
冒
頭
部
分
は
未
整
理
な
状
態
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

　

全
体
の
構
成
を
概
観
す
る
と
、
1
〜
10
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
版
本
の
節
用
集
や
往
来
物
に
存
す
る
内
容
と
、
見
前
村

や
盛
岡
藩
領
な
ら
で
は
の
内
容
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が

見
て
と
れ
る
。
分
類
名
か
ら
後
者
の
内
容
と
直
接
知
ら
れ
る
の

は
28
か
ら
36
辺
り
で
あ
る
が
、
例
え
ば
11
「
田
地
高
之
覚
」
は

「
壱い

ち
ま
ん万
五ご

千せ
ん

三さ
ん

百ひ
や
く

四し

拾じ
う

八は
つ
こ
く石
弐に

と斗
七し
ち

升し
や
う

六ろ
く
か
う合
四し

勺し
や
く

五ご

才さ
い

」、

12
「
金
子
ト
銭
之
覚
」
は
「
金き

ん

子す

弐に

千せ
ん

四し

百ひ
や
く

六ろ
く
じ
う拾
九く

両り
や
さ
ん三
歩ぶ

半は
ん
き
り切
銭せ
に

三
万ま
ん

八
千
七
百
三
拾
五
貫く
は
ん

六
百
九
拾
壱
文
」
が
内
容

の
全
て
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
ま
た
地
域
の
石
高
や
収
支
に
関
わ

る
数
値
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
注
５
）

28
「
二
郡
之
覚
」
は
見
前
村
が
属

す
る
志
和
郡
と
近
隣
の
岩
手
郡
の
村
名
、30
「
所
村
屋
鋪
之
覚
」

は
見
前
村
内
の
集
落
（
屋
鋪
）
名
が
並
ぶ
。
先
述
イ
の
道
行
文

に
は
、「
菖あ

や
め蒲
田た

」
以
下
全
三
七
の
地
名
が
読
み
込
ま
れ
て
い

る
が
、
表
記
上
の
小
異
を
無
視
す
れ
ば
う
ち
三
二
が
こ
の
部
の

中
に
見
ら
れ
る
。
31
「
諸
国
之
名
付
」
は
そ
の
見
出
語
の
み
引

用
す
る
と
「
琉り

う
き
う球 

朝て
う
せ
ん鮮 

龍り
う
く
う宮 

長な
か
さ
き崎 

大お
ほ
さ
か坂 

京き
や
う
と都 

伊い

せ勢 

関く
は
ん
と
う東 

江ゑ

と戸 
浅あ
さ
く
さ草
観く
は
ん
お
ん音 

仙せ
ん
た
い台 

松ま
つ
し
ま島 

塩し
ほ
か
ま竃 

盛も
り
お
か岡 

宮み
や

古こ 

鍬く
わ

ヶか

崎さ
き 

大お
ほ
つ
ち槌 

（7）
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表
一
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尾お

崎さ
き 

柳や
な
き

沢さ
わ 

秋あ
き

田た 

松ま
つ
ま
い前 

箱は
こ
た
て館 

蝦ゑ

そ夷
嶋か
し
ま 

津つ

軽か
る 

青あ
を
も
り森
」
と
い
う

具
合
で
あ
り
、
琉
球
か
ら
蝦
夷
ま
で
を
掲
出
す
る
も
の
の
、
東

北
以
外
の
地
域
は
全
く
の
摘
記
と
い
え
る
。
次
の
32
「
所
道
中

記
」も
、そ
の「
所
」が
意
味
す
る
の
は
書
名
の「
所
童
」の「
所
」

と
同
じ
で
、「
鬼お

に

柳や
な
き〈
仙
台
領
の
御
境
也
〉
御こ

番ば
ん
し
よ所 

和わ

か賀
川か
は

〈
舟ふ
な

渡わ
た
し〉 

黒く
ろ
し

沢さ
わ
す
り
ま
ち

尻
町
」
と
奥
羽
街
道
の
藩
領
南
端
か
ら
始
ま
り

「
花は

な
ま
き卷
」「
見み
る
ま
へ
ま
ち

前
町
」「
津つ

し

た
志
田
」「
物も
の
と
め留
御ご

番は
ん
し
よ所
〈
船
橋
右
の
方

に
有
〉」
等
、
盛
岡
城
下
に
至
る
街
道
沿
い
及
び
城
下
内
の
地

名
や
寺
社
、
名
所
、
商
家
を
掲
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

続
く
33
〜
36
は
分
類
名
が
示
す
と
お
り
盛
岡
城
下
に
関
わ
る
内

容
で
あ
る
。
日
本
全
国
の
中
で
の
盛
岡
藩
領
を
ご
く
大
づ
か
み

に
位
置
づ
け
る
面
も
わ
ず
か
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
基
本

的
に
は
見
前
村
を
中
心
と
す
る
藩
領
内
の
地
域
情
報
を
詳
細
に

記
す
と
い
う
方
針
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
41「
山
之
名
」

の
見
出
語
も
冒
頭
の
「
巌が

ん
し
ゆ
ざ
ん

鷲
山
」（
＝
岩
手
山
）
か
ら
続
く

「
城し

ろ
や
ま山 

南な
ん

昌し
や
う

山さ
ん 

姫ひ
め

ヶか

嶽だ
け 

駒こ
ま

ヶか

嶽だ
け 

早は
や

地ち

嶺ね

山ざ
ん 

仙せ
ん
に
ん人
峠と
う
け 

踏た
た
ら

山さ
ん 

鶏け
い
と
う
さ
ん

頭
山
」
が
盛
岡
藩
領
、
そ
の
後
が
「
月
く
は
つ

山さ
ん 

羽は

黒く
ろ

山さ
ん 

湯ゆ

殿と
の
さ
ん山
」

の
出
羽
三
山
で
、
こ
の
後
に
よ
う
や
く
「
富ふ

じ士
山さ
ん 

蓬は
う
ら
い
さ
ん

莱
山 

高か
う

野や

山さ
ん

」
が
掲
出
さ
れ
る
が
、
直
後
に
盛
岡
藩
領
の
「
宇う

そ

り
曽
利

山さ
ん

」（
＝
恐
山
）
が
置
か
れ
て
こ
の
部
が
終
わ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

地
理
型
往
来
に
お
い
て
特
定
の
地
域
や
街
道
を
取
り
上
げ
る
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こ
と
は
、
仙
台
よ
り
江
戸
ま
で
の
街
道
の
地
名
を
対
象
に
し

た
『
道
中
往
来
』
や
、
奥
州
平
泉
の
名
所
旧
跡
と
そ
の
来
歴
を

対
象
に
し
た
『
平
泉
往
来
』（
い
ず
れ
も
仙
台
伊
勢
屋
版
）
等
、

版
本
で
あ
っ
て
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
の
手
習
用
に

寺
子
屋
の
師
匠
が
編
纂
し
た
も
の
で
は
あ
れ
ば
当
然
あ
り
う
る

姿
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。『
所
童
早
合
点
』
が
収
録
す
る

地
誌
情
報
は
ま
さ
に
そ
の
書
名
に
合
致
す
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
本
書
の
個
性
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

次
に
引
用
す
る
の
は
、
58
「
雑
用
平
生
遣
ふ
文
字
い
ろ
は
よ

せ
」
の
「
や
」
か
ら
始
ま
る
見
出
語
と
割
注
の
全
体
で
あ
る
。

　
　

 

休や
す
む〈
畑
抔
打
て
〉 

藪や
ぶ
い
り入
〈
正
月
十
六
日
〽
先
仏
壇
を
開
く

藪
入 

里
夕
〉 

宿や
ど
か
へ替　

家い
ゑ

普ふ

請し
ん

〈
世
に
宿や
と
こ処
と
い
ふ
〉 

家や

移う
つ
り〈
移わ
た
ま
し徙
共
〽
移わ
た
ま
し徙
の
か
な
ら
ず
覗
く
両
隣
り
〉 

約や
く
そ
く束

〈
約や

く
た
く諾
と
も
い
ふ
〉 

痩や
せ
る

肥こ
い
る

　

野や

菜さ
い

〈
仏ふ
つ

事じ

の
〉 
養や
う

生じ
や
う

　

養や
う

父ふ　

養や
う

子し　

様や
う

子し　

幼よ
ふ

少せ
う〈
わ
ら
し
の
〉 

家や

内な
ひ

喜き

た

る
多
留〈
婚

礼
の
節
遣
ふ
酒
樽
也
〽
仲
人
の
世
話
に
て
か
り
る
家
内
喜

多
留 

里
夕
〉 

用よ
う
す
い水　

用よ
う
し
や捨　

用よ
う
し
ん
き
び
し
く

心
厳
敷　

　
　

＊
「
様や
う

子し

」
の
「
子
」
の
左
に
「
す
」
の
傍
訓
有

　

先
に
書
誌
の
項
で
も
言
及
し
た
が
、
右
の
「
藪や
ぶ
い
り入
」「
家や
う
つ
り移
」

「
家や

内な
ひ

喜き

た

る
多
留
」
に
見
え
る
よ
う
に
、
本
書
の
割
注
に
は
折
々

に
発
句
や
七
七
の
句
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
作
者
が
示

さ
れ
る
場
合
は
「
里
夕
」
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
れ
が
、
本
書
を

星
川
里
夕
の
編
著
と
す
る
傍
証
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ

に
示
し
た
三
例
に
見
る
と
お
り
、
い
ず
れ
も
見
出
語
に
ち
な
む

生
活
の
場
面
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
初
学
の
手
習
い
に

資
す
る
面
が
あ
っ
た
か
否
か
は
即
断
で
き
な
い
が
、
読
み
進
め

る
意
欲
を
か
き
立
て
る
面
は
確
か
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。ま
た
、

「
家や

内な
ひ

喜き

た

る
多
留
」
に
ち
な
む
と
こ
ろ
で
は
、
110
丁
裏
「
婚こ
ん
れ
い礼
」

の
割
注
に
「
〽
婚
礼
に
む
か
し
の
残
る
石い

し

礫つ
ふ
て 

里
夕 

花
卷
方
に

今
有
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
婚
礼
の
行
列
に
礫
を
投
げ
る
風
習

が
花
卷
周
辺
に
残
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
の

風
俗
を
活
写
し
た
発
句
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
現
代
に
お
い
て

も
少
な
く
な
い
。

　

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
家い

ゑ

普ぶ

請し
ん

」
の
割
注
の
「
世
に

宿や
と
こ処
と
い
ふ
」、
及
び
、「
幼よ
ふ
せ
う少
」
の
割
注
の
「
わ
ら
し
」
で
あ

る
。
前
者
の
「
や
ど
こ
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
が
、

「
家
の
普
請
」
の
意
味
で
青
森
県
三
戸
郡
、
秋
田
県
鹿
角
郡
に
、

「
屋
根
の
ふ
き
替
え
」
の
意
味
で
岩
手
県
各
地
に
、
そ
れ
ぞ
れ

近
代
の
文
献
に
拠
っ
て
方
言
と
し
て
の
使
用
が
存
す
る
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
都
南
村
誌
編
集
委
員
会
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（
一
九
七
四
）
も
「
や
ど
こ
・
や
ど
こ
無
尽
」
の
項
（
九
七
六
頁
）

で
、「
屋
根
の
葺
替
や
、
新
築
の
と
き
の
ユ
イ
は
特
に
ヤ
ド
コ

と
呼
ば
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
お
り
、
当
地
で
の
使
用
も
確
認

で
き
る
。「
宿
処
」
と
い
う
漢
字
表
記
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
近
隣
の
近
世
文
書
や
日
記
を
調
査
す
る
こ
と
で

用
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
書
の

用
例
は
一
九
世
紀
前
半
の
語
義
の
明
ら
か
な
確
例
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。「
わ
ら
し
」も
、『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』が
、「
子

ど
も
」
の
意
味
で
、
東
北
地
方
を
中
心
と
す
る
地
域
に
分
布
が

存
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
。

（
注
６
）

　

ま
た
、「
痩
や
せ
る

肥こ
い
る」
や
「
様や
う

子し

」
の
よ
う
な
訛
形
を
示
す
表
記

が
存
す
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。
実
は
類
例
は
先
に
引
用

し
た
ニ
の
本
文
中
に
も
「
居い

処と
こ
ろを
乱み
た

し4

」
や
「
あ
ぐ4

に
交ま
じ

は
り
」

（
灰
汁
と
悪
を
掛
け
る
）、「
心こ

ゝ
ろ
ゆ
る
し4

な
よ
」
の
よ
う
に
見
え

て
い
た
。
た
だ
し
、
本
稿
で
参
照
し
て
い
る
里
夕
の
著
作
は
全

て
近
代
の
転
写
本
で
、
そ
の
親
本
も
里
夕
自
筆
の
も
の
か
、
数

次
の
転
写
を
経
た
も
の
か
が
不
明
の
た
め
、
一
文
字
の
仮
名
の

交
替
や
濁
点
の
付
加
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
訛
形
の
場
合
は
、
里

夕
の
意
識
や
意
図
に
由
来
す
る
の
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
近
代
の
転
写
時
に
敢
え
て
訛
形
に
改
変
し
た
と
は
考

え
が
た
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
こ
の
よ
う
な
例
の
存
在
の
み
を

述
べ
、
全
体
的
な
傾
向
の
分
析
に
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す

る
。

　

訛
形
の
存
否
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
の
、『
所
童
早
合
点
』
の
収
録
内
容
の
地
域
性
は
、
地
誌
関

係
の
語
の
収
録
状
況
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
語
彙
や

語
形
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に

「
宿や

と
こ処
」
の
よ
う
に
「
世
に
」
と
し
て
記
さ
れ
る
割
注
に
着
目

し
て
み
る
。
次
頁
の
表
二
は
「
宿や

と
こ処
」
以
外
の
全
四
一
例
を
一

覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
７
）表
中
、■
を
以
て
替
え
て
い
る
の
は
、

先
の
場
合
と
同
様
に
稿
者
の
理
解
不
足
か
ら
、
適
当
な
判
読
が

で
き
な
い
箇
所
で
あ
る
。

（
注
８
）

　

表
二
に
示
し
た
中
に
は
、6
「
強こ
わ

飯い

」
に
対
す
る
「
こ
は
い
」、

17
「
蕪か

ぶ

」
に
対
す
る
「
か
ふ
」、41
「
叫さ
か
ふ」
に
対
す
る
「
さ
か
ふ
」

の
よ
う
に
、
見
出
語
か
割
注
の
語
形
が
編
纂
時
と
は
異
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
例
が
見
え
る
。
6
は
「
わ
」
と
「
は
」
と

い
う
仮
名
遣
上
の
相
違
が
見
え
る
が
、
こ
の
交
替
は
殊
更
に
注

す
べ
き
語
形
上
の
相
違
と
は
考
え
難
く
、
17
も
二
音
節
目
が
清

音
の「
か
ふ
」と
い
う
語
形
は
想
定
し
が
た
い
。41
に
至
っ
て
は
、

割
注
で
示
そ
う
と
し
た
語
形
は
「
さ
か
ぶ
」
乃
至
は
「
さ
が
ぶ
」

と
予
想
さ
れ
る
が
、
見
出
語
に
も
同
じ
「
さ
か
ふ
」
が
記
さ
れ

て
お
り
割
注
が
意
味
を
失
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
編
纂
時
の
見
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出
語
で
は
「
強こ

は
い
ひ飯
」「
蕪か
ぶ
ら」「
叫さ
け
ぶ」
と
で
も
あ
っ
た
も
の
が
、
転

写
の
段
階
で
改
変
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
13
「
蟇ひ

つ
き」
に

対
す
る
「
び
つ
き
」
も
、
語
頭
の
「
ひ
」
の
清
濁
の
問
題
な
の

で
は
な
く
、
見
出
語
の
本
来
の
語
形
は
「
蟇

ひ
き
か
へ
る」
な
ど
の
標
準

的
な
も
の
で
、
そ
れ
を
方
言
語
形
「
び
つ
き
」
と
対
照
さ
せ
た

も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
上
の
問

題
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
表
中
の
い
く
つ
か
の
項
目

に
対
し
て
若
干
の
補
足
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
7
か
ら
15
に
か
け
て
の
生
物
名
を
み
る
と
、「
目
ざ

つ
こ
」（
＝
メ
ダ
カ
）、「
鉦
内
」（
＝
ク
イ
ナ
）、「
か
つ
か
べ
」（
＝

蝶
）、「
あ
け
つ
」（
＝
ト
ン
ボ
）、「
く
ぼ
」（
＝
蜘
蛛
）、「
い
な

は
つ
だ
き
」（
＝
イ
ナ
ゴ
）
は
、
当
地
ら
し
い
語
形
と
い
え
る
。

一
方
、
1
か
ら
5
ま
で
は
七
草
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ

る
が
、「
鼠ご

き
や
う

麹
艸
」
に
対
す
る
「
母は
ゝ

子こ

草く
さ

」、「
蘿す
ゝ
し
ろ蔔
」
に
対
す

る
「
大た

い
こ
ん根
」
等
は
特
段
の
地
域
性
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
く
、

何
ら
か
の
書
物
か
ら
一
般
的
な
語
釈
を
転
載
し
た
も
の
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
14
「
も
く
ら
も
ち（

注
９
）」（
＝
モ
グ
ラ
）
や
15
「
め

め
ず
」（
＝
ミ
ミ
ズ
）
も
必
ず
し
も
東
北
に
限
っ
た
語
形
で
は

な
く
、
方
言
の
反
映
か
書
物
か
ら
の
転
載
か
は
、
編
纂
資
料
の

特
定
を
待
っ
て
か
ら
で
な
い
と
判
定
が
難
し
い
。こ
の
よ
う
に
、

個
々
の
語
の
性
格
は
一
定
で
は
な
く
、
各
々
に
つ
い
て
割
注
に

示
さ
れ
た
背
景
を
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
25
「
鼻

音
」（
＝
い
び
き
）、32「
か
ほ
」（
＝
破
風
）、33「
に
か
」（
＝
膠
）、

40
「
は
き
ご
」「
は
け
ご
」、41
「
さ
か
ふ
」（
＝
叫
ぶ
）
な
ど
は
、

当
地
の
方
言
語
形
と
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
献
上
の
早
い

用
例
で
あ
る
点
で
貴
重
な
も
の
と
い
っ
て
良
い
。

　

右
に
見
る
よ
う
に
、
割
注
で
「
世
に
」
と
し
て
別
語
形
を
掲

出
す
る
に
際
し
て
は
、
地
域
の
方
言
を
提
示
す
る
場
合
と
、
地

域
に
よ
ら
な
い
一
般
的
な
語
形
を
提
示
す
る
場
合
と
の
大
き
く

二
つ
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
二
つ
は
連
続
的
で
も
あ
る
。

編
纂
者
の
里
夕
が
全
国
の
方
言
を
知
悉
し
て
い
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
以
上
、
方
言
語
形
を
一
般
的
な
語
形
と
認
識
し
て
い
た

り
、
逆
に
一
般
的
な
語
形
を
方
言
語
形
と
認
識
し
て
い
る
場
合

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
注
を
記
す
際
に
は
、
そ
の
い
ず

れ
と
も
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
わ
か
り
や
す
い
語
形
を
選

択
し
た
と
い
う
場
合
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
狂
歌

や
俳
諧
を
嗜
み
、
道
行
文
や
狂
文
を
も
の
し
、
言
語
的
な
地
域

性
を
感
じ
さ
せ
な
い
洒
落
本
を
も
執
筆
し
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
里
夕
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
ビ
ッ
キ
や
サ
ガ
ブ
が
出
版
書
の
中

に
見
え
な
い
語
で
あ
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
は
認
識
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
し
、
自
身
の
編
む
字
尽
か
ら
そ
れ
ら
を
注
意
深
く
排

除
す
る
と
い
う
方
針
を
採
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

（13）
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る
。
里
夕
が
そ
の
よ
う
な
方
針
を
採
ら
な
か
っ
た
の
は
、
一
九

世
紀
前
半
の
盛
岡
藩
領
見
前
村
が
、
初
学
者
向
け
の
字
尽
に
用

い
る
注
釈
の
こ
と
ば
に
方
言
を
交
え
用
い
る
試
み
を
許
容
す
る

よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
構
成
と
所
収

内
容
か
ら
は
、
当
地
の
地
誌
上
、
言
語
上
の
具
体
的
な
様
相
に

加
え
て
、
方
言
を
書
く
こ
と
に
対
す
る
許
容
度
を
も
窺
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四 

ま
と
め

　

高
橋
（
二
〇
一
六
）
は
、「
室
町
時
代
に
流
行
し
た
辞
書
の

一
類
に
、
小
型
の
意
味
分
類
体
辞
書
、
和
名
集
が
あ
る
」
と

し
、
確
認
で
き
る
一
八
本
の
う
ち
六
本
は
、
巻
末
付
載
や
合
本

の
形
で
「
い
ろ
は
分
類
体
の
辞
書
を
併
せ
持
」
つ
こ
と
、ま
た
、

「
い
ろ
は
分
類
体
辞
書
、
色
葉
字
を
主
と
す
る
辞
書
も
種
々
編

纂
さ
れ
」、
同
じ
く
確
認
で
き
る
一
一
本
の
う
ち
八
本
が
「
意

味
分
類
体
の
辞
書
を
併
せ
持
」
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
（
八
〇
〇

頁
〜
八
〇
一
頁
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
博
物
語
彙
の
収
録
を
中

心
と
す
る
意
義
分
類
体
辞
書
が
「
末
尾
に
特
殊
な
部
を
立
て
て

観
念
語
彙
を
補
う
」
よ
う
な
形
態
は
、「
識
字
層
の
子
弟
の
た

め
の
初
学
者
用
辞
書
」
と
し
て
「
日
本
・
琉
球
・
中
国
・
越
南

に
お
い
て
類
似
性
を
示
す
」（
八
五
〇
頁
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

イ
ロ
ハ
分
類
体
と
そ
の
他
の
分
類
体
の
語
彙
集
を
合
書
す
る
形

態
は
、
近
世
以
降
の
版
本
に
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
万
治
二

年1659

刊
『
童
訓
集
』、
正
徳
六
年1716

刊
『
四
民
童
子
字

尽
安
見
』、
寛
政
一
一
年1799

刊
『
文
章
字
尽
節
用
解
』
等
が

知
ら
れ
て
い
る

）
10

（
注

。
漢
字
で
表
記
さ
れ
る
語
を
中
心
と
す
る
も
の

に
限
ら
な
け
れ
ば
、
和
歌
や
俳
諧
の
用
語
辞
書
に
も
多
く
見
ら

れ
、
方
言
に
言
及
す
る
語
彙
集
と
し
て
知
ら
れ
る
安
永
八
年

1779

刊『
雅
言
俗
語 

俳
諧
翌
檜
』も
こ
の
形
態
を
採
っ
て
い
る
）
11

（
注

。

表
一
に
そ
の
構
成
を
示
し
た
と
お
り
、『
所
童
早
合
点
』
も
そ

の
驥
尾
に
付
く
辞
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
高
橋
氏
は
ま

た
、
イ
ロ
ハ
意
義
分
類
体
の
古
本
節
用
集
諸
本
と
比
較
し
て
こ

の
形
態
の
中
世
辞
書
に
文
書
用
語
の
収
録
や
異
体
字
の
掲
出
が

多
い
こ
と
を
示
し
て
そ
の
実
用
辞
書
と
し
て
の
性
格
を
裏
付
け

る
例
証
と
し
て
お
り
、
米
谷
（
二
〇
一
三
）
は
や
は
り
後
者
に

方
言
の
反
映
が
目
立
つ
旨
の
報
告
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

点
を
勘
案
し
て
改
め
て
『
所
童
早
合
点
』
の
特
徴
を
見
る
と
、

初
学
者
向
け
の
実
用
的
な
辞
書
に
は
、
時
代
を
超
え
た
共
通
性

が
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　

方
言
語
形
の
収
録
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
え
ば
、

近
世
の
盛
岡
藩
領
に
お
け
る
方
言
集
と
し
て
知
ら
れ
る
寛
政
二

年
の
『
御
国
通
辞
』
や
、
少
し
遅
れ
た
時
期
に
編
纂
が
進
め
ら
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れ
て
い
た
『
谷
の
下
水
』
と
は
、
そ
の
目
的
を
異
に
す
る
と
い

う
点
も
重
要
で
あ
る

）
12

（
注

。『
御
国
通
辞
』
や
『
谷
の
下
水
』
は
、

方
言
を
対
象
化
し
て
取
り
上
げ
る
ま
さ
に
方
言
集
と
し
て
方
言

語
形
を
掲
出
す
る
の
に
対
し
、『
所
童
早
合
点
』
は
初
学
者
の

学
習
に
資
す
る
た
め
に
方
言
語
形
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
全
て
の
語
や
語
形
に
つ
い
て
里
夕
が
方
言
か
否

か
を
峻
別
で
き
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
著
作
か
ら

知
ら
れ
る
里
夕
の
学
識
か
ら
推
し
て
、
方
言
語
形
も
必
要
に
応

じ
て
紙
上
に
記
し
実
用
に
供
す
、
と
い
う
方
針
の
選
択
ま
で
は

自
覚
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　

近
世
後
期
の
東
北
で
は
、
方
言
を
敢
え
て
反
映
さ
せ
て
日
常

に
資
す
る
知
識
を
伝
え
る
書
物
が
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
た

）
13

（
注

。

御
詠
歌
の
類
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
口
唱
を
旨
と

し
な
い
農
書
や
通
俗
医
書
、
教
訓
書
の
類
に
も
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
書
物
が
刊
行
さ
れ
、
受
容
さ
れ
る
に
あ

た
っ
て
は
、
里
夕
の
よ
う
な
人
物
が
各
地
に
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（15）

注（1
）
井
上
隆
明
他
（
一
九
七
二
）
に
解
題
と
翻
刻
が
備
わ
る
。
井
上

氏
に
よ
る
解
題
に
「
角
館
の
城
下
地
方
の
風
俗
、
地
方
言
語
も
併
せ

て
実
態
が
し
の
ば
れ
る
。
…
中
略
…
シ
と
ス
の
結
合
、
イ
段
と
ウ
段

の
混
合
的
中
舌
母
音
は
、
古
い
時
代
に
全
国
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

写
実
資
料
と
し
て
言
語
学
か
ら
も
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る

の
は
注
目
さ
れ
る
。

（
2
）
こ
の
う
ち
、
ハ
・
ニ
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
日
本
古
典
籍

総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
3
）
宮
崎
父
子
に
つ
い
て
は
都
南
村
誌
編
集
委
員
会
（
一
九
七
四
）

の
一
一
一
〇
頁
〜
一
一
一
二
頁
を
参
照
し
た
。「
宮
崎
教
山
」
も

父
子
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
。
ま
た
、
高
橋
・
家
井

（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
と
、宮
崎
文
庫
の
典
籍
は
、岩
手
師
範
学
校
（
現

岩
手
大
学
教
育
学
部
）
へ
移
管
さ
れ
た
も
の
と
、
太
田
孝
太
郎
氏
を

経
て
岩
手
県
立
図
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
も
の
、
行
方
不
明
の
も
の
、

と
の
三
群
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
岩
手
大
学
所
蔵
分
に
つ
い
て
は
、

高
橋
（
二
〇
一
五
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
私
立
図
書
館
時
代
の
宮
崎

文
庫
の
書
目
も
高
橋
・
家
井
（
二
〇
一
六
）
及
び
高
橋
（
二
〇
一
六
）

で
大
要
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
イ
・
ハ
・
及
び
『
所
童
早
合
点
』

の
書
名
は
見
え
な
い
。

（
4
）
ニ
を
転
写
し
た
成
田
良
次
氏
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
も

り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵
の
盛
岡
中
央
公
民
館
旧
蔵
典
籍
の
中
に
は

他
に
も
同
氏
に
よ
る
転
写
本
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
太
田
氏
と
同
様

に
地
域
史
に
造
詣
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）
数
値
を
記
す
部
の
う
ち
比
較
的
わ
か
り
や
す
い
の
は
29
「
見
前

高
之
覚
」
の
「
三
本
柳 

西
見
前 

東
見
前 

高
田 

藤
澤 

北
矢
幅 

下
矢
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幅マ
マ 

上
矢
幅マ
マ 

又
兵
衛
新
田 

矢
幅
合
拾
ヶ
村
〈
五
千
九
百
五
拾
石
八
斗

五
升
三
合
〉」
で
あ
る
。『
南
部
叢
書 

五
』
所
収
の
『
邦
内
郷
村
志
』

で
は
安
永
九
年
の
「
志
和
郡
見
前
県
」
の
「
三
本
柳
村
」「
西
見
前

村
」「
東
見
前
村
」「
高
田
村
」「
藤
澤
村
」「
下
矢
次
村
」「
北
矢
羽

場
村
」「
上
矢
次
村
」「
南
矢
羽
場
村
」
以
上
九
村
の
総
計
は
「
高

五
千
五
百
三
十
五
石
八
斗
余
」、
都
南
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
の
嘉
永

三
年
の
『
御
領
分
郷
尽
』
で
は
「
見
前
通
／
一 

高
五
千
五
百
九
拾

五
石
六
斗
三
升
三
合
／
西
見
前
村 

東
見
前
／
三
本
柳
村 

高
田
村
／

藤
沢
村 

上
矢
継
村
／
下
矢
継
村 

南
矢
幅
村
／
又
兵
衛
新
田
村　

〆

九
ヶ
村
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
所
童
早
合
点
』
の
十
ヶ
村
よ
り
も

一
ヶ
村
少
な
い
た
め
石
数
が
若
干
少
な
い
も
の
の
、
ご
く
近
い
数
値

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
数
値
の
根
拠
に
つ
い
て
は
今
後
の
確
認

に
俟
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。

（
6
）
文
献
上
の
用
例
と
し
て
は
、
人
情
本
の
『
春
色
梅
美
婦
禰
』
と

近
代
の
深
田
久
彌
の
『
津
軽
の
野
づ
ら
』
を
掲
載
す
る
。
前
者
の
用

例
も
、
奥
州
出
身
女
性
の
手
紙
文
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
地

域
上
の
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
本
文
で
は
「
わ
ら
じ4

」（
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
掲
出
画
像
に
よ
る
）。

（
7
）
こ
の
他
に
、「
世
に
」
と
し
て
で
は
な
い
が
、
84
丁
裏
「
編あ

み
か
さ笠
」

の
割
注
の
「
奥
通
（
＝
盛
岡
以
北
）
に
て
は
は
お
り
と
い
ふ
」、
93

丁
表
「
女ち
よ
ら
ふ郎
」
の
割
注
の
「
江
戸
吉
原
に
て
は
女
郎
と
い
ふ 
上
方

に
て
は
ふ
ん
は
り
と
い
ふ 

津
志
田
に
て
は
女ち
よ
ら
ふ郎 

盛
岡
に
て
は
し
べ

た 

宮
古
に
て
は
お
し
や
ら
く 

田
名
部
に
て
は
〆し

め

た
は
こ 

佐
井
に
て

は
た
ご 

松
前
箱
館
に
て
は
厂か
ん

の
字
…
中
略
…
大
野
に
て
は
皮
足
袋 

当た
う
へ
つ別
に
て
か
じ
か
と
い
ふ
…
以
下
略
」
の
よ
う
に
、
藩
領
内
や
蝦
夷

地
に
つ
い
て
地
域
を
よ
り
限
定
し
て
名
称
を
記
す
箇
所
も
あ
る
。

（
8
）
以
降
、
岩
手
方
言
に
関
す
る
認
定
は
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二

版
』
と
小
松
代
（
一
九
五
九
）（
一
九
六
一
）（
一
九
六
二
）
に
収
録

の
記
載
に
拠
っ
た
。
な
お
、
71
丁
表
の
「
蝶て

う

」
は
「
花
卷
に
て
か
ひ

ら
こ
」
乃
至
は
「
花
卷
に
て
は
ひ
ら
こ
」
と
思
わ
れ
る
。
前
者
で
あ

れ
ば
蝶
の
古
名
の
「
か
わ
ひ
ら
こ
」
系
の
語
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ

な
い
が
や
や
不
審
が
残
る
。
岩
手
県
に
み
え
る
の
は
「
て
び
ら
こ
」。

ま
た
、
80
丁
表
の
「
羽は

こ子
板い
た

」
は
「
は
こ
き
こ
」
乃
至
は
「
は
こ
き

た
」
と
思
わ
れ
る
。
後
者
で
あ
れ
ば
室
町
期
ま
で
の
古
名
「
こ
き
い

た
」
と
の
関
係
も
考
慮
に
い
れ
る
べ
き
か
。
誤
写
の
可
能
性
も
捨
て

き
れ
な
い
。

（
9
）
モ
グ
ラ
の
名
称
に
つ
い
て
は
前
田(

一
九
六
九)

を
参
照
し
た
。

（
10
）
字
尽
型
の
往
来
物
に
関
す
る
こ
う
し
た
流
れ
は
石
川
（
一
九
七
〇
）、

山
田
（
一
九
八
一
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
表
一
に
示
し
た
43
か
ら
46
は
『
雅
言
俗
語 

俳
諧
翌
檜
』
と
共
通

す
る
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
で
は
顕
著
な
一
致
を
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
。43
か
ら
46
の
内
容
は
諸
書
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

今
の
と
こ
ろ
は
『
雅
言
俗
語 

俳
諧
翌
檜
』
を
編
纂
資
料
と
す
る
確

証
は
な
い
。

（
12
）『
御
国
通
辞
』『
谷
の
下
水
』
に
つ
い
て
は
、小
松
代
（
一
九
六
二
）

を
参
照
し
た
。
ま
た
、『
御
国
通
辞
』は
国
語
学
大
系
所
収
本
文
に
て
、

『
谷
の
下
水
』
は
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
本
に
て
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、『
所
童
早
合
点
』
は
こ
う
し
た
方
言
集
と
作
田
（
二
〇
一
八
）

が
分
析
に
用
い
る
「
庶
民
記
録
」
と
の
間
に
置
か
れ
る
文
献
で
あ
ろ

う
が
、
総
合
的
な
検
討
は
別
の
機
会
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

（
13
）
東
北
の
近
世
版
本
に
見
え
る
方
言
の
反
映
事
例
に
つ
い
て
は
米

谷
（
二
〇
一
四
）（
二
〇
一
九
）
で
示
し
た
。
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米谷隆史：近世後期の往来物に見る地域性の反映について
　　―盛岡藩領見前村の字尽『所童早合点』を例に― （18）

＊
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（26580084

）「
東
北
の
近
世
版
本
に
み

ら
れ
る
方
言
反
映
事
例
の
発
掘
と
評
価
」、（17K

02782

）「
近
世
東
北

の
写
本
辞
書
に
見
え
る
地
域
性
の
諸
相
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
の
一

部
で
す
。

＊
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
岩
手
県
立
図
書
館
、
都
南
歴
史
民
俗

資
料
館
、
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
の
皆
様
よ
り
、
閲
覧
調
査
と
撮
影
の

御
許
可
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
有
益
な
情
報
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。




